






































































































































1月 2月 3月4月 5月 6月 7月8月 9月 10月11月12月合計
関東支部 11030220 620 410 260190420330315 2201503275
関西支部 30 20 1903803703101401702251901201502295
東海支部 20 15 40 60 8065 4035 90 80 50 25600




























































配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 200 90 50 20 360
関西支部 140 200 50 20 410
東海支部 5 0 0 30 35
九州支部 0 20 22 0 42
中国支部 10 0 10 3 23
東北支部 10 0 0 0 10
北海道支部 10 0 19 0 29
伎部小計♪ 375 31015／ 怨 909
学連関東 34 i26 52 0 212
学連関西 36 75 0 42 153
学連東海 13 11 0 24 48
学連東北 ユ2 13 24 0 49
学連九州 15 5 0 34 54
（学連小計） 110 230 76 ヱ00 5／6
中等関東 0 0 14 0 14
中等関西 0 0 85 0 85
中等東海 0 0 10 0 10
中等九州 o 0 14 0 14
高　専　用 90 0 0 0 90
（中等小計♪ 90 0 123 0 2／3
本　　　部 75 110 0 0 185












配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 150 110 100 50 410
関西支部 100 240 120 69 529
東海支部 0 0 0 55 55
九州支部 0 0 51 0 51
中国支部 0 0 26 0 26
東北支部 0 0 10 0 10
北海道支部 0 0 33 0 33
（支部小計） 250 350 340174 1114
学連関東 172 122 0 0 294
学連関西 7 213 0 0 220
学連東海 17 0 0 60 77
学連東北 0 0 72 0 72
学連九州 28 0 53 0 81
（学連小計） 224 335125 60 744
中等関東 28 0 0 0 28
中等関西 170 0 0 0 170
中等東海 20 0 0 0 20
中等九州 28 0 0 0 28
仲等小計♪ 246 0 0 0 246
本　　　部 120 155 45 30 350









配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 300 27 67 46 440
関西支部 97 280 133 82 592
東海支部 0 0 60 0 60
九州支部 0 0 0 51 51
中国支部 0 0 0 26 26
東北支部 0 0 0 10 10
北海道支部 0 0 0 3 3
伎部小計） 397 307 260218 1ヱ82
学連関東 266 4 72 24 366
学連関西 4 196 0 20 220
学連東海 30 0 47 0 77
学連東北 0 0 0 0 0
学連九州 0 0 81 0 81
（学連小計） 300 200 20044 744
中等関東 0 28 0 0 28
中等関西 0 170 0 0 170
中等東海 0 20 0 0 20
中等九州 0 28 0 0 28
（中等小計） 0 246 0 0 246
本　　　部 143 87 50 2 282









配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 178 30 180 0 388
関西支部 195 40 270 0 505
東海支部 53 0 0 0 53
九州支部 46 0 0 0 46
中国支部 24 0 0 0 24
東北支部 11 0 0 0 11
北海道支部 25 0 o 0 25
（支部小計） 532 70 450 0 1052
学連関東 47 224 0 0 271
学連関西 0 162 0 0 162
学連東海 0 54 0 0 54
学連東北 0 0 0 0 0
学連九州 0 56 0 0 56
（学連小計） 47 496 0 0 543
中等関東 0 0 0 20 20
中等関西 0 0 0 107 107
中等東海 0 0 0 11 ll
中等九州 0 0 0 15 15
仲等小計） 0 0 0 153 153
本　　　部 201 214 30 107 552









配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 367 10 90 0 467
関西支部 413 17 120 0 550
東海支部 0 0 59 0 59
九州支部 0 0 63 0 63
中国支部 0 0 27 0 27
東北支部 0 0 12 0 12
北海道支部 0 0 26 0 26
（支部小計♪ 780 27 397 0 1204
学連関東 0 221 0 0 221
学連関西 0 162 0 0 162
学連東海 0 51 0 0 51
学連東北 0 46 0 0 46
学連九州 0 46 0 0 46
ぐ学連小計） 0 526 0 0 526
中等関東 0 0 0 26 26
中等関西 0 0 0 131 131
中等東海 0 0 0 14 14
中等九州 0 0 0 12 12
（中等小計♪ 0 0 0 183 183
本　　　部 51 264 23 66 404














配給先 一般 特別 合計
関東支部 493 355 355
関西支部 595 410 410
東海支部 68 35 35
九州支部 100 18 18
中国支部 42 20 20
東北支部 o 35 35
北海道支部 34 16 16
学連関東 463 0 463
学連関西 366 0 366
学連東海 130 0 130
学連東北 ll6 0 ll6


















配給先 丸　菱 セント 三田土 富　士 合　計
関東支部 543 430 0 0 973
関西支部 937 500 0 0 1437
東海支部 151 0 0 0 151
九州支部 148 0 0 0 148
中国支部 32 0 0 0 32
東北支部 24 0 0 0 24
北海道支部 25 G 0 0 25




































































































































































































支　部 丸　菱 中　央 計
関　　　東 364．5 3 367．5
東北北海道 16 0 16
東　　　海 60 0 60
関　　　西 110 280 390
中　　　国 25 0 25
九　　　州 58 0 58
計 633．5 283 916．5
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あった。来たる11月の配給において，平時に比べ極端に少ないボールをい
かに効率よく配分するか，そのための再調査であったと思われる。
6－5．昭和18年度第3回配給（昭和19年2月）
　昭和18年度第3回配給は，昭和19年2月に行われた。前回と同様の調査
依頼が昭和18年12月2日付けで，全国の各支部へ送られた。翌年2月の昭
和18年度第3回配給の配分数算定，および共販会社設立を見越したものと
考えられる。「庭球部会」史料において，昭和18年度第3回配給についての
配給数を具体的に示す資料は存在しなかった。
7．おわりに
　今回，協会関係の内部資料を中心にボール配給の足跡を辿ったところ，計
13回の配給に関する資料が確認でき，その内10回についてはより詳細な記
録が確認できた。先行研究で示された名称，時期，総量について，幾つか訂
正を加えることができた。
　本研究により明らかになったことは以下の点である。
1．計13回の配給に関する資料が確認でき，その内10回については先行
　　研究より詳細な記録が確認できた。
2．　テニスボールの配給は日本庭球協会およびその継承組織である大日本
　　体育会庭球部会が取り仕切っていた。
3．　ボール配分量の基準は，活動組織の種類，コート所持数によって決め
　　られていた。
4．協会加盟クラブのみ配給資格が得られるため，配給開始後加盟クラブ
　　数が飛躍的に増加した。
5．　日本テニスボール工業会という組合的な組織は結成されたが，テニス
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ボール専門の共販会社による強固な配給体制は確立されなかった。
昭和17年度までは比較的安定したボール数を配給できていたが，昭
和18年に入ると極端に配給量が減り，各支部・クラブの最低限要求
数を明らかに下回るようになった。
軍部や外国要人に対して特別に配給することもあった。
配給数が激減したため，庭球部会宛に配給増量を求める陳情書が送ら
れていた。
　　　表13テ＝スボール配給に関する先行研究と本研究の比較
取消線，下線部分は今回の調査により修正が加えられた部分
先　行　研　究 本　　研　　究
No．
年度回数（年月）配給数（dz） 年度回数（年月）配給数（dz）
1 S13年度第1回（Sl3年9月）　　2050
2 Sl4年度第1回（不　　　明）　　1556
3 S14年度第2回（不　　　明）　　4017
4 S14年度第3回（不　　　明）　　4132
5 S14年度第4回（不　　　明）　　4131
6 Sl4年度第5回（Sl4年2月）　　2178
＊7 Sl5年度第1回（Sl5年7月）　　1823S15年度第1回　　（Sl5年7月）　　1823
＊8 S15年度第2回（S15年8朝）　2454Sl 年度第2回　　（S15年8月）　　2454
＊9 S15年度第3回（S15年10－11月）2454S15年度第3回　　（S15年10－11月）2454
＊10 講年度第キ囲（S16年腸）　　2300S15年度第4，5回（S16年2月）　　2300　　　　　　　　　　　一
＊11 一（Sl6年｛糊）　囎S15年度第6回　（S16年5月）　　墨旦
＊12 一（Sl6年8－9月）　3㈱Sl6年度第1回　　（不　　　明）　　2翅
＊13 一（S16年10－11月）㈱S16年度第2回　　（S16年10－11月）2790　　　　　　　　　　　　　　　　一
＊14 蜘斐第手回（S16年醐）　㈱ S16年度第3回　（S16年12月）　塑
＊15 S17年度第1回（S17年3嚇）　2700S17年度第1回　（S17年3月）　　2700　　　　　　　　　　　一
16 S17年度第2回（Sl7年6－7月）　2800
17 Sl7年度第3回（S17年10－11月）2508
＊18 S17年度第4回（S18年1－2月）　1170Sl7年度第4回　　（S18年1－2月）　不明
＊19 S18年度第1回（S18年6朝）　1059S18年度第1回　　（S18年7月）　　不明
＊20 S18年度第2回（S18年醐）916．5S18年度第2回　（S18年11月）　916．5
＊21 S18年度第3回（S19年3r丹）　　473．5S18年度第3回　　（Sl9年2月）　　不明　　　　　　　　　　　一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　《註》
1）　㈱日本テニス協会編（1982）『日本テニス協会六十年史』㈱日本テニス協会，
　29頁。
2）　同上書，29－30頁。
3）　日本庭球協會・全日本學生庭球聯盟編（1942）「日本庭球年鑑　昭和拾五一昭
　和拾七年』日本庭球協會・全日本學生庭球聯盟，29頁。
4）　同上。
5）　日本庭球協會（蕾）編（1944）『日本庭球協會史』日本庭球協會（蕾），3頁。
6）　同上書，16頁。
7）　同上書，3頁。
8）例えばAランクの慶応大学35ダースに対し，Dランクの専修大学3ダースと
　いうように，10倍以上の格差があった。
9）　（差出人）三菱養和会戸外運動部田村亮，（宛先）大日本体育会庭球部会，「配
　給ボールに係る件」（昭和17年12月22日付），公益財団法人日本テニス協会所
　蔵。
10）　（差出人）田園倶楽部長堀和一，（宛先）大日本体育会庭球部会伊藤滋郎，「陳
　情書」（昭和18年5月13日付），公益財団法人日本テニス協会所蔵。
ll）井上殺「前進」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18年7月，2頁。
12）　岡田四郎「必至撃滅の体力」『日本庭球』第2巻第7号，昭和18年7月，7頁。
（ごとう・みつまさ　政治経済学部准教授）
